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新緑がまぶしい今日この頃、いかがお過ごしでしょうか！ 

亀のように歩みは遅くとも、『お金力』をしっかり・確実に身に付けていただく【亀さん通信】第 127 号発信！ 

 

 

 

一体自分は何歳まで生きるのか。誰しも一度は考えたことはあるでしょう。元気で長生きできれば、それに越したことはありません。

とはいえ、先立つもの、つまりお金も必要になります。年金だけで生活できれば結構ですが、残念ながらそこまでは…。今回は、厚生

労働省が毎年公表している「簡易生命表」を通して自分の老後に思いを馳せてみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年簡易生命表によると、男性の平均寿命は 80.21歳、女性の平均寿命は 86.61歳。FP等によるシミュレーションでは、その数

値をもとにライフプランを作成するのが通常です。しかし、生命表をよく見てみると、また違った老後の実状が浮かび上がってきます。 

ここで用語を確認しましょう。「平均余命」とは、各年齢の人がその後何年生存できるかを表します。男女それぞれ 0 歳の平均余命を

見ると、先に述べた平均寿命と一致しています。つまり、0 歳時の平均余命が「平均寿命」と呼ばれるのです。そこで男女それぞれの

平均寿命での平均余命を確認すると、8.61 と 7.03。ということは平均寿命より長く生存できるということ。何故このようなことが起

こるのか。それは現実的に平均寿命まで生きている人は健康である人が多いためです。 

では、どのくらいの確率で生き残るのか。生命表の生存数に注目してください。生存数とは 0 歳時の 10 万人が各年齢時に何人生存し

ているかを表します。以下、まとめてみると… 

50％の生存確率（10人の内 5人が生き残る） ⇒ 男：83歳～84歳 女：89歳～90歳 

40％の生存確率（10人の内 4人が生き残る） ⇒ 男：85歳～86歳 女：91歳～92歳 

30％の生存確率（10人の内 3人が生き残る） ⇒ 男：88歳～89歳 女：93歳～94歳 

20％の生存確率（10人の内 2人が生き残る） ⇒ 男：90歳～91歳 女：95歳～96歳 

どうでしょう。思った以上に老後は長いということがご理解いただけたと思います。どこに人生のゴールを設定するかは各人の判断で

すが、それによって必要となる老後資金の金額が大きく変化します。ちなみに心配性の私ならば、かなり安心できるのは確率 20％あた

り。理想的には女性の余命を考慮して、夫婦としての究極のゴールは 95歳かぁ…。いやぁ、大変です…。 

 

 

あなたの究極のゴールは？ 

今年もツバメが来てくれました！しばらくは賑やかな日々が続きます！ 
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